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B細胞リンパ腫は全リンパ腫の約8割を占める
最も頻度の高いリンパ腫亜型であり、細胞起
源、生物学的態度、予後に基づいた細分類が
なされている。病理診断に際しては形態、免
疫組織化学による表現型の確定、さらに分子
標的薬の適応の観点からそれぞれの亜型に
特徴的な遺伝子異常を検出することが必要と
されている。本講演ではWHO分類第5版に基
づいたB細胞リンパ腫分類の特徴と、遺伝子
異常、および遺伝子異常に基づいた標的治療
への応用について述べる。

※次世代北信がんプロ科目単位申請対象のセミナーです。
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